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概 要　SLE 合併妊娠 25例，すなわち死産 2例 （28週未満 1例，32週 1 例），早産 SFD 群 4 例，同 AFD 群

6例，正期産 SFD 群 6例 ，同 AFD 群 7 例 に つ き，胎児発育 と胎盤絨毛組織の 定量形態学的所見 お よ び

酵 索抗体法 に よ る免疫 グ P ブ リ ン 染色所見と の 関連 に つ い て 追究 し た ．

　 L 胎盤 の 組織所見 と して は循環障害像が明 ら か な もの が多 く，梗塞巣 が 胎盤全体 の 10％以上を 占め る

例 が20％認 め られ ， 特に早産 SFD 群の 中に梗塞巣が広範囲を占め る例 があつ た．また，フ ィ ブ リ ノ イ ド

沈着 の 著明な もの は 25例中10例，炎症所見は 25例 中17例，脱落膜壊死 は 25例 中11例 に 認 め られ た ．

　2．光顕下 × 63視野中に お け る絨毛断面 占有率お よ び終末絨毛 断面積は 生産 の 各群間 で 有意差 を認 め

な か っ た が，妊娠28週未満 の 死産 の 1例 で は絨毛断面占有率 が 低 い 値を示 し， 絨毛 は 明らか に未発達で

あつ た ．

　3，単位終末絨毛あ た りの 絨毛
一血管断面積比 を み る と正期産 AFD 群 ， 同 SFD 群 ， 早産 AFD 群， 同

SFD 群 の 順 に 小 さ く，早産 SFD 群 と正 常対照 と の 間 に は 有意差が認 め られ た ．

　4．免疫グ Pt ブ リ ン 染色 で は SLE 症例，正 常対照 と もに 絨毛 の syncytiotrophoblast お よ びそ の 周 囲，
絨毛内血管内皮細胞，絨毛間質 に IgG の 沈着を認め た が，こ れ らの 部位 に お け る IgM の 沈着は SLE 合

併妊娠の うち 早産 SFD 群に お い て の み 認め られ た、

　以上 の 成績か ら SLE 合併妊娠 に お け る胎児発育遅延 の 成因 として は
， 母体側子宮循環血 流の 減少お よ

び 停滞 と， それ に 連続す る胎児絨毛 の 発育不全 ， お よ び絨毛内血管の虚脱も し くは発達障害が関連 し て

お り，さらに 絨毛 へ の 免疫 グ ロ ブ リ ン 沈着 に よ る組織障害が関与 し て い る と考え られ た ．

Synopsis　In　25　cases 　of　pregnancy 　 colnplicated 　by　SLE，　 we 　examined 　the　 relationships 　between　fetal
growth 　and 　histopathological　findings　in　the　placental 　villi．　 The 　fonow 三ng 　results 　were 　obtained ．

　 1，As　for　histological　findings　in　the　placenta，　in　most 　cases 　clear 　findings　of　circulatory 　disorders　were

obtained ．

　 2．In　the　light　microscopic 　visual 丘eld　at ×63，
　no 　difference　was 　observed 　among 　the　group 　in　the　cross

sect 三〇n 　occupying 　rate 　of　the　villi　and 　cross 　section 　area 　of　the　terminal 、rilli ，　but　in　one 　case 　in　the　IUFD
group ，　the 　vi ｝li　were 　underdeveloped 　and 　the　cross 　section 　occupying 　rate　of 　the　v三11i　was 　low ．

　3．The 　viUous ／vascular 　cross 　section 　area 　ratio 　per 　single 　terminal 　villus 　became　smaller 　in　the　follow，

ing　order ：full　term 　AFD 　group ，
　full　term 　SFD 　group，　premature 　AFD 　group ，

　and 　premature 　SFD 　group ，
　and

asigni 丘cant 　difference　was 　observed 　between 　the　normal 　controls 　and 　the　premature 　SFD 　group ，

　4．During 三mmunoglobulin 　staining 　by　the　PAP 　method ，　IgG　deposits　were 　observed 　i尊 the　 villous

syncytiotrophoblasts 　and 　their　periphery，　 in　vascular 　endothelial 　 cells 　in　the　villi ，　 and 　in　the　villous

interstitiu皿
，
　 etc ，　in　both　the　SLE 　cases 　and 　the　norrnal 　controls

，
　but　deposits　of　IgM 　in　the　same 　regions

were 　observed 　only 　in　the 　premature 　SFD 　group 　of 　pregnancies　complicated 　by　SLE ．

Key　words ： SLE ・Placenta・Immunoglobulin

　　　　　　　　　 緒 　　言

　SLE 合併妊娠 に は 多 くの 問題が 提起 され て い

る が，なか で も児の 予後が不 良で あ り，流 ・死産

の 頻度が高 く， 生 児が 得 られ る例 に お い て も早産

や低 出生体重児 とな る例 が多い こ と は すで に 知 ら

れ て い る
3）．近年 の 免疫学的診断法や 管理 ・治療法

の 進 歩 に よ り，SLE の 疾患 自体 の 予後 は 改善 さ

れ ，
SLE 患者が 妊娠す る機会は増 えて い る．した
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が つ て ，SLE 合併妊娠 の 児の 予後改善は 産科管理

上 の 重要な課題で ある
9）T3）．

　 SLE 合併妊娠 に つ い て ，こ れ ま で に も胎盤 の 病

変に 関する い くつ か の 報告が あるが 2〕12｝

，対象症例

数 もそれほ ど多 くな く， 定性的に 扱わ れた もの が

多 く， 解析は い まだ十分 とは い えな い ．

　 こ の よ うな現状 を踏ま え，本研究で は SLE 合

併妊娠 の 胎盤を ， 絨 毛内お よび絨毛問腔に おけ る

血流 と物質輸送 の 面か ら病理 形態学的 お よ び 免疫

組織学的に 検索し，その 特徴を考察した ．

　　　　　　　 対象お よ び方法

　 1．対象

　 1988年 7 月か ら1990年 8 月 の 期間に 当科で 管理

し ， 分娩 に 至 つ た SLE 合併妊娠25例を対 象 とし

た ．こ れ ら の 症例 は すべ て妊娠前 に SLE は寛解

状態で あつ た もの で あ る．妊娠 の 転帰 の 内訳 は 正

期産 13例 ，早産12例 で あ り，死産 2例 は い ずれ も

早産で あつ た． こ れ らの 症例の 臨床所見は表 1に

示 し た ．

　 2．胎盤絨毛の 形態学的解析

　胎盤 は娩 出後，重量計測の の ちすみや か に 10％

緩衝 ホ ル マ リ ン で 固定 し た ，パ ラ フ ィ ン 切片作製

後，hematoxylin・eosin 染色 を施 し，光顕下 に フ ィ

ブ リ ノ イ ド沈着，炎症 ・壊死所見 の 有無に つ い て

観察 し た ． フ li ブ リ ノ イ ド沈着 に つ い て は
， 観察

断面中 に 全 くみ られ な い もの （一），10％未満 に み

られた もの （十 ），
10％以上 50％未満 （什 ），50％

以上 に み られた もの （卅 ） と 4段 階に 分けて評価

し た ．ま た こ れ らを Giles　et　al．15）お よ び秋葉 ら
1）

の 方法に 準 じて x63 視野中 の 絨毛断面 の 占有率を

ラ ソ ダ ム に 選ん だ 5 視野 に お い て計測 し， そ の 平

均値を もとめ た．次 い で 終末絨毛断面を強拡大 し ，

終末絨毛断面積お よ び単位終末絨毛 あた りの 絨毛

内血管数 と絨 毛一血 管断面積比を 1症例 に つ き20

個 の 終末絨毛 に お い て 計測 し，そ の 平均値を もと

め た ．標本採取部位 は 胎盤中央分葉の 臍帯付着部

付近 と し，計測は 主 に 母体面 か ら1／3の 位 置 とし

た．また ， 梗塞部お よ び フ ィ ブ リ ノ イ ド沈着 の 著

表 1　 対象症例25例 の 臨床所見
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表 2 　PAP 法 の 手順

中村他

1）、脱 パ ラ フ ィ ア

2）0．3％ H20 ，
メ タ ノ

ー
ル 処 理

3） プ ロ ナ
ー

ゼ 処理 （type　IV
，
　Sigma ）

4） IO倍希釈正 常 ヤ ギ血 清 に よ る コ ーテ ィ ソ ダ 〔30分）

5） 抗 ヒ ト免疫 グ ロ プ リ ン ウ サ ギ 血 清 と反応 （37℃30分）

6）抗 ウサ ギ lgG ヤ ギ 血 清 と反応 （37℃ 30分）

7）PAP と反応 （37℃ 30分 ）

8）DAB 。4HCL に よ る 呈色

※ 反応の 対照 と して
．一次血清を正常 ウサ ギ 血清に 変 えた も

の を用い た

しい 部は除外 した ， こ れ ら の 計測 に は画像解析装

置 KQntron　IBAS （Zeiss社）を使用 した．

　対象 SLE 症例 は 分娩週 数 ご と に 正期産 群 （37

週〜41週） と早産群 （28週 〜36週，お よ び 28週未

満）の 各群 に わ け，さら に 子宮内胎児死亡 （IUFD ）

例 と SFD 児，
　 AFD 児の 各群に 細分化 し て 胎盤 の

各計測値 を 比較 し た ．

　3．免疫組織学的検討

　対 象症例 中 の 15例 と ， そ れ 以外 の SLE 合併妊

娠例 2 例 （い ずれ も早産 ，
SFD 児）に つ い て

，
パ

ラ フ ィ ソ 切片 に プ ロ テ ア
ーゼ 処理 を施 し，PAP 法

に よ る 免疫 グ ロ ブ リ ソ （lgG，　 IgM，　 IgA）の 染色

を行 つ た．PAP 法の 手順は表 2 の よ うで あ り ， 反

応の 対照 と し て
一次血 清を 正 常 ウ サ ギ 血 清に 変え

た もの を用 い た ．

　IgG，　IgM ，
　 IgA の 沈着は ， 観察断面中 に全 く認

め られ な い もの （
一
），

わ ずか に み られ る もの （± ），

明 らか に み られ る が 50％未満 で あ る も の （＋），

50％以上 で 明 らか な も の （籵 ）の 4段階に 評価し

た ．

　4．統計学的検定

　SFD ，
　 AFD の 評価 に は 仁志 田

5）に よ る 児体重の

標準 曲線を用 い た ．

　正常対照 と して 合併症が な く正 期産で AFD 児

を 出産 した 7例 を選び，2 ，3 に 記 し た 形態学的，

組織学的検討を行 つ た ．

　有意差検定は t検定 に よ り行 つ た．

　　　　　　　　　成 　　績

　1．分娩時児体重 の 分布

　25例 の 分娩時 児体 重を み る と，SFD の 比 率が

44％ （11例）と高か つ た （図 1 ）．また生産 児23例
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　 　 図 1　 分 娩 時児体 重 の 分布

中 ，
2

，
500g 未満 の 低 出生体重児 は 12例 （52．2％）

で あ り， 正 期産13例 の 児 の 体重 の 平均 は 2，675±

421．6g と小 さ か つ た．

　 2．胎盤 絨毛 の 形態学的検討

　 1）胎盤 お よ び脱落膜の 病理 学的 所見を表 3 に

示 した が，そ の 特徴を列 挙す る と，i）肉眼 的梗塞

は 全 例 に認め られ ， うち 5例で は 梗塞巣が胎盤全

体 の IO％以上 を占め て い た ．特 に 症例 4 で は 梗塞

巣が断面の 厚み の 70〜80％を占め る部 分も み られ

た．また 症例 4 と症例 13は 周 郭胎盤で あつ た ．ii）

絨毛間腔 へ の フ ィ ブ リ ノ イ ド沈着は 25例中21例 に

認め られ ，（升 ）以 上 の 著明な もの は 10例で あつ た．

iii）早 産例 12例 中 7例 で syncytial 　knotが多 くみ

られ る こ とが 特徴的で あ つ た ．iv）基 底脱落膜 の

好中球や リ ン パ 球 の 浸潤 ， すな わ ち炎症所見は 25

例中17例 に ，脱落膜壊死 の 所見 は 25例 中11例 に 認

め られ た （写真 1）．

　2）絨毛断面 占有率を 各群 ご と に 比較検 討 し た

と こ ろ，図 2の よ うに 妊娠28週 以降の 例で は い ず

れ の 群に お い て も有意差は認め られ なか っ た が，

週数に か か わ らず生産 の SFD 例 で 低 い 傾 向を 示

し た ．終末絨毛 1個 あた りの 断面積に お い て も図

3 の よ うに 各群 間で 有意差 は 認め られ なか つ た

が ，生 産 SFD 例で は 大 ぎい 傾向が み られ ， また ば

らつ きも大 きか つ た ．IUFD 例 は 症例 数が少 な い
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表 3　 SLE 合併妊娠の 胎盤 お よ び脱落膜 の 病理学的変化

日産婦 誌 44巻 4 号

　 　 胎盤
No ．重量

　 　　（9 ）

梗　塞　巣 intravillOUS
　 fibrindeposits

基 底 脱 落 膜

1G％ 以 上 　10％未 満
。 ， 韈堺 瀦

炎 症 壊 死
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　罕　　￥　 謳
　 36　　 　　　 　 41
　 週　 　　　　 週

絨 毛 断 面 占有 率 （x63 視 野 ）

た め
， 検定 の 対象 とせ ず，参考 ま で に記す に とど

め た．

　3）単位終末絨毛あた りの 絨毛
一

血管 断面積比

　写真 1　 H ・E 染 色 所 見．脱 落膜 に お け る フ ィ ブ リ ノ イ

　 　 ド沈 着 と炎 症 細 胞 浸潤 （case 　No．4）

をみ る と 図 4 の よ うに SLE 症例 で は 対照 に 比 べ

て 小 さ い 傾 向が あ り， 正 期産 AFD 群 ， 正 期 産

SFD 群，早産 AFD 群，早産 SFD 群 の 順に 小 さ く

な つ て い た ．さ ら に 対照 と早産 SFD 群 の あ い だ
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表 4　 胎盤の 酵素抗体法 （PAP 法）に よ る 免疫 グ ロ

　 ブ リ ン 染 色 所 見

　 　 　 　 2S　　　 　　　　　　　　 　　　　 対
　 　 　 　 週　　　　28　　　　　3ア　　　 照
　 　 　 　 未　　　　〜　　　　　 〜

　 　 　 　 満　　　　36　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 41
　 　 　 　 　 　 　 週　　　 　　 週

図 4　単 位．終末 絨毛 あ た りの 絨毛 一血 管断 面積比

に は 統計学的有意差を認め た （p ＜ 0．01）．単位終

末絨毛あた りの 血管数は対照 群5．4± 0．8個 に 比 べ

て ， 正 期産 AFD 群 5．0± O．6，正期産 SFD 群4．3±

0．3
， 早産 AFD 群 4．8± 0．5， 早産 SFD 群4，2± 0。7

と，SFD 例で は 有意 に 少な か つ た ．

　3．免疫組織化学的検討

　表 4 に 示 し た よ うに ， IgG は SLE 症例，対照例

と もに syncytiotrophob ユast ，血管内皮細胞 ，絨毛

間 質に 沈着を認め た （写真 2）．また ， そ の 程 度は

対照群 お よ び AFD 群 に お い て は （± ）〜（十） と

軽 度で あ つ た が ，SFD 例 や IUFD 例 の な か に は

（什 ） と広範 囲に 染色性 を 認め る症例が 存在 した ．

No ． IgG IgM IgA

壱 1E 十　 　　 　　 　　 　 VSM 十 　

δ 2ST 十トE 十 間質 十 　 ST 十 E 十
一

3ST 十 E 十ト間質十 　　　
一 　

早 S
　
F4ST

十卜E 十間質 十　 ST ±
　

産 D ST 刊一E 十 間質 十　 ST 十 E 十 ST ＋間質 ±

群
ST 朴 E 十 間質什 　 ST 十 ST ＋ 間質±

8ST 十 E 十間 質十　　　　
一 　

AFD11E
±　　 　 　　 　　 　　 　

一 　

12E ＋ 間質 ± 　 　 　 　 　 　一 一

14E ± 間質＋　　　　　
一 一

SFD15ST
＋ E升 　　　　　　　

一 一

正 18ST ＋ト間質 ＋　 　 　 　 　 一 一

期 20ST ±　 　 　　 　　 　　 　　
一 皿

産 A21ST 十 E ±　 　　 　　 　　
一 一

群 F22ST ＋　 　 　　 　　 　　 　　
一 一

D23ST
十　　　　　　　　　　一 一

25E ＋ 間 質 ± 　 　 　 　 　 　一  

ST 十 E ±問質十　　　　
一 一

間 質 ＋　 　 　 　 　 　 　
一 一

対 ST 十　　　　　　　　　
一 一

照 E ±　　　　 　　　　　 　　
一 一

群 ST 十 E 十間 質十　　　
一 一

ST 十 E 十 間質 十 　　 　
一 一

間 質 ±　 　 　 　 　 　 　 一 一

　ST ： syncytiotrophoblast

　 E ： endothelial 　 cell

VSM ： vasculo −syncytial 　membrane

一方 SLE 症例中 ，
　 IUFD 例や早産 SFD 例 と い つ

た ハ イ リ ス ク症例で は ，6例 中 5例 で IgM の 沈着

を認め た （写真 3 ）．ま た IgA は 早産 SFD 症例 の

2例 に お い て の み沈着を認 め た．正 期産群 ， 対照

群中で は IgM ，
　 IgA の 沈着は み られ なか つ た ．

　　　　　　　　　 考　　察

　SLE 合併妊娠 の 胎盤所 見 に つ い て は 今まで に

も い くつ か の 報 告が あ り
2 ）7 ）10 ｝11 ）14 ）16 ），そ の 主 な も

の は 絨毛間腔や 絨毛上 皮下 へ の フ ィ ブ リ ノ イ ド沈

着 ， 梗 塞 巣 の 増 加 ，
syncytial 　 layerの 肥 厚 ，

syncytial 　knot の 増加 ，
　 vasculo −syncytial 　mem 一

N 工工
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写 真 2　 PAP 法に よ る染 色 （lgG）．　 syncytiotrophob ・

　last，間質，血 管 内皮細 胞 に 沈着を 認 め る．（case

　No ．4）

写真 3　 PAP 法 に よ る染色（IgM）．　 syncytiotrophob −

　lastお よび一部 の 血 管内皮 に も沈着を認め る．（case

　No ．2）

braneの形成 不全 な どで ある．し か し，こ れ らの所

見は 胎盤の 循環障害の 結果で あ り，SLE に 特徴的

とい うわ け で は な く，SLE 以外に も妊娠中毒症や

過期妊娠 で み られ る もの で あ る
4 ）6）． し か しな が

ら，  梗塞が あま り多 くな い の に
，

フ ィ ブ リ ノ イ

ド沈着は か な り強 い
2｝．  抗 カ ル ジ オ リ ピ ン 抗体

陽 性 者 で は ，特 徴 的 な peri・villous 丘brinoid

change がみ られ る
11〕
．  脱落膜血管 の 炎症所見が

存在す る
14）．など の 所見を SLE に特徴的 とする報

告が ある．  は今回 の 検討 で も同様 の 結果で あつ

た が
，   に 関 し て い えば確か に 同様 の 所見を持つ

も の が LAC 陽性者 に 認め られた が，そ の 頻度は

低 く， 特異度，成因等 に つ い て よ り多数例 の 検討

日産婦誌44巻 4 号

が必要 と思わ れ る，また   に つ い て は ，今回の 成

績で も胎盤に 付着 し た 基底脱落膜 の 炎症所見が多

くの 例 で 認め られた．梅咲 ら
lo）

は SLE に お い て は

胎盤絨毛 に は 非特異的な 所見 し か な く ， む し ろ脱

落膜の 血 管炎を伴 つ た フ ィ ブ リ ノ イ ド壊死 とそ の

末梢の 広範な壊死 が重要な所見で あ り，SLE に お

け る胎盤機能不全 の 病態は
， 脱落膜 の 循環不全 か

ら二 次的 に 胎盤 の障害 へ つ な が つ た もの で ある と

述べ て お り，興味深 い ．

　胎盤絨毛の 定量的解析で は
，
SLE 合併妊娠で は

絨毛 の 溲せ 細 りがみ られ る と い われ て い る が，今

回 の 検討で は 絨毛断面の 占め る 面積 は正常対照例

と ほ と ん ど変わ りなか つ た．終末絨毛の 断面積で

も有意差 は み られ な か つ た が
， 平 均値 で み る と

SFD 症例で よ り大 きい 傾 向が み られた ．こ れは秋

葉 ら
1｝
の 結果 と同様で あ り， 絨毛の 未熟性を表現

し て い る もの と考 え られ る．し か し個 々 の 症例別

に み る と，SFD 症例 中に は AFD 症例 と比 べ て 明

らか に 絨毛 断面積 の 小 さい 症例 があ り，こ れ ら の

症例 の 存在 が 平均値を引ぎ下 げ有意差をな くし た

要因 と も考 えられ る．また IUFD 症例 で は ，他 の

早産症例 に 比 べ て む し ろ 絨毛断面積は 小 さ くなつ

て い た が
， 絨毛そ の も の も形態的 に 未熟な もの で

あ り，これ らの 症例で ば成熟分化す る前の 未熟な

時期か らすで に絨毛が痩せ 細 つ て い た ，
つ ま り絨

毛 の 分化障害 に よ つ て 起 こ る IUGR と比 べ て よ

り早期 か ら IUGR の 原 因 と な る 変化が 起 こ つ て

い た と考 え られ る．特 に 症例 1 で は 梗塞や フ ィ ブ

リ ノ イ ド沈着 と い つ た血 流 の 停滞所見が 少な い 割

に絨毛 の 未発達 が明 らか で あ り，何 らか の 組織障

害か ，もし くは 絨毛発育に 必要 な血 流の絶対的な

欠 乏 の 存在 をあ らわ し て い る．絨毛内血管 をみ る

と
， 群 ご と の 違 い は よ り明 ら か で ある。IUFD 例で

は死亡 か ら娩出 まで の 間に 血管 の 虚脱が起 こ つ た

と考 えれぽ こ の 結果 は 当然 で ある が，早 産 SFD

群で も か な りの 程度の 血 管 の 虚脱や 拡張不全が み

られ て お り，
こ れ らの 症例で は 胎児側の循環障害

が起 こ つ て い る こ とが 明 ら か で あ る．同じ SFD

で も正 期産群 で は 胎児側 の 循環障害 は軽度で あつ

た．

　循環障害を ひ ぎお こ す要因 とし て は ， 子宮壁 の
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血管 ，毛細管や，胎盤 に お い て は絨毛間腔 とい つ

た ，実際に ．血液が 流れ て い る部分 の 壁 や周 囲組織

の 伸縮性 な どの 問題 と ， そ の 中を流れて い る 血 液

そ の もの の 状態 との 双 方が 関係す る ．佐藤 ら
8＞は

SLE に お け る臓器 障害 の 代表 的部位 で あ る腎に

お い て ，小動脈の 内膜肥 厚 に 関す る検討 を行つ て

い るが，血管構築 ， 物質輸送な どの 点で 子宮胎盤

系に お い て も同様 の 変化が起 こ つ て い る で あ ろ う

こ とは 容易に想像 で きる．上述 し た よ うな母体側

の 循環障害 の 状況を知 る た め に は ，脱落膜や子宮

筋層内の 血 管や子宮動脈の 病理学的変化 を調べ た

り ， また 子宮血管系の 血流動態 の 解析を行 うこ と

が今後の 課題で あ る．

　胎 盤に お ける物質輸送 を行 う重要 な部位は 終末

絨毛 で あ り，前 述 した 形 態学的 な変化 以外 に
，

SLE と い う疾患 の 性格 上免疫学的機序 も考慮 に

入 れ る べ きで ある． こ れ ま で に も胎盤を免疫組織

化学的に検討 した報告は い くつ か み られ る
7）「6）．今

回 の 検討 で も IgG の 沈 着は ほ と ん どの 例 で み ら

れ て い るが
，
IgG や C3 の 沈着は 正 常対照 の 胎盤 で

もみ られ，特異性 と い う面か ら考 え る とそ の 意義

は さ ほ ど大 き くは な い ． しか し ， 今 回 は じめ て

SFD 例で 認め られ た IgM の 沈着 は 正常例 で み ら

れ な い 所見で あ り ，
SLE に 特異的な所見と考え ら

れ た ．Grimmer 　et 　al ．i7）は Lupus・like　disorderの

あつ た患者胎 盤 の ト ロ ホ ブ ラ ス ト基底膜 上 へ の

IgM ，
　 C3の 沈着を認 め

，
こ の 患者 の 血 清中に 正 常

妊娠 の ト P ホ ブ ラ ス ト に 対す る循環 IgM 抗体 の

存在を報告 し て い る．また 米沢 ら
12）は SLE 患者 の

血 清中 に 正 常 ヒ ト syncytiotrophoblast 基底膜 と

反応す る IgM ク ラ ス の 抗体 が存在す る と し，こ れ

を anti−BAST と名づ けた ，今回 み られ た 工gM の

沈着は こ れ ら の 報告と関連す る可能性が あ り，興

味深 い ．

　今回 の 検討 に よ り，
SLE 合併妊娠の 胎盤に おけ

る病変は
， 主に 母体血 液性状の 変化に 基づ く絨毛

間腔の 血 流停滞 に よ る梗塞お よび フ a プ リ ノ イ ド

沈着 と ， 子宮筋層 を経 て 絨毛 間腔 へ 流れ る 血 流 の

絶対量 の 減少に よる と思わ れ る絨毛 の 発育不 全，

お よ び免疫学的機序 に よ る絨毛 の 機能障害の 三 者

が種 々 の 程度に 関係 しあつ た病変 で あ る と結論づ

け る こ とがで ぎた ．特に 絨毛間の フ a ブ リ ノ イ ド

沈着や梗塞を 伴わ な い 絨毛 の 発育障害や
，
IgM の

沈着な ど胎盤 その もの の 組織障害を示唆す る 所見

が妊娠中毒症な どと区 別 され うる SLE 合併妊娠

に 特異的な も の で あ る と思 わ れ た ．

　本論文 の 要 旨は 第42回 お よび 第43回 日本産科婦人 科学会

学術講演会 に お い て 発
．
表 し た ．
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